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洗髪液の細菌による汚染
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要 旨

業務 用 に使用 されて い るシ ャンプー と リンスの細 菌汚 染 の実態 を知 る ことを 目的 に,無 作 為 に抽 出 し

た理容店と美容店17施設から分与して貰った39検 体 の洗 髪液 につ い て, 血液寒天培地を用いて,細 菌の

分離試験を実施した.原 液を希釈 し て 用 い る シ ャ ン プ ー や リン ス (希釈型,21検 体)と,ボ トルか ら直

接 使用 す るもの(ポ ン プ型,18検 体) の細 菌 検 出 率 は,各 々76.2%と33.3%で あ った. 細菌が検出され

た シ ャン プー と リンス中 の総細菌 数は最 少 1.0×102CFU/mlか ら最 大7.0 ×107CFU/mlで あ っ た.分 離

菌 は,Serratia marcescens が43.3%と 最 も 多 く,他 に Enterobacter aerogenes, Klebsiella pneumoniae

などの腸内細菌とPseudomonas aeruginosa やPseudomonas cepacia などのブドウ糖非発酵グラム陰性

桿菌等日和見感染の原因 とな り うる細 菌 で あ った.

以上 の結果 は,業 務 用 シ ャン プー と リンスが細 菌 に汚染 され て い る実 態 と, 洗髪剤の衛生的な取 り扱

い の必要 性 を明 らか に した.

序 文

生鮮食料品や 日用品などの健康に対する安全性

と衛生的で快適な生活環境を守ることに,強 い関

心が注がれるようになってきた.そ のような背景

から,脱 臭,洗 顔,洗 髪および入浴等に,洗 浄液,

柔軟剤ならびに石鹸などが非常に多 く使われるよ

うになった.そ こで我々は,清 潔 さを保持増進の

ために用いられる洗浄液の細菌学的汚染度を調査

してきた.そ の第一報 として,公 衆の洗面所など

に備え付けてある手洗用洗浄液が予想外に多量な

細菌に汚染 されていることを既 に報告 した1).ま

た別にコンタク トレンズの洗浄消毒液が細菌に汚

染されているとの報告2)や消毒液中で増殖する細

菌の存在 も既に報告 されている3)～5).しか し,不 特

定多数の客に多量に使用されている業務用シャン

プーや リンスについての細菌学的な調査報告はみ

あた らない.そ こで今回,理 容店や美容店で実際

に使用 しているシャンプーとリンスを分与して貰

い細菌汚染の実態調査を実施した.そ の結果,シ ャ

ンプーや リンスは,高 率にかつ高濃度の細菌に汚

染 されている実態が明らかになった.

材料 と方法

1. 検査材料

1992年12月 から1993年4月 の間に都内および東

京近郊の理容店 と美容店17施 設を無作為的に抽出

し,そ の施設で使用されているシャンプーとリン

ス約10mlを 滅-菌試験管に分与 して貰った.

採取 したシャンプーとリンスの内訳は,シ ャン

プー28検体 とリンス11検 体の合計39検 体で,そ の

うち,購 入した原液を各店で希釈調整(希 釈型)

した ものが21検 体,ボ トルから直接使用(ポ ンプ

型)の ものが18検 体であった.ま た,店 によって
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は希釈前の原液 と希釈液の両方を入手 した.シ ャ

ンプーとリンスの色調は緑 ・青色系19検 体,白 色

系11検 体,透 明6検 体,黄 色系3検 体であった.

製造会社名を明 らかにして貰えたものは39検 体中

29検体で,A社 製12検 体,B社 製9検 体その他8

検体で,残 りの10検体の会社名は不明であった.

希釈度,保 存 日数,洗 髪液の組成等については調

査できなかった.

2. 細菌の分離

分離用培地は既報1)の結果に従い,5%緬 羊血

液加寒天培地(BBL社 製市販生培地,以 下血液寒

天培地)を 使用し,主 に平板塗抹法で分離を行 っ

た.ま た孔径0.45mμ のメンブランフィルターで

検体1mlを 濾過 し,10mlの 滅菌生理食塩水で2回

洗浄後,フ ィルターを血液寒天培地上にのせて補

捉培養法にても行った.

室温に保存 した検体は,採 取 した翌 日滅菌生理

食塩水で10倍 段階希釈し,そ の0.1mlを 血液寒天

培地上にコンラージ棒で直接塗抹し,37℃ で18時

間か ら5日 間培養 した.培 養は,最 長5日 間行い,

細菌集落形成がなかったものを細菌検出陰性と判

定 した.

3. 生菌数の測定 と分離菌の同定

培地上に発育 した集落は,色 調や大きさから肉

眼的に異なると思われる集落を識別 し,特 徴のあ

る集落を別 々に算定 し,検 体中の生菌数をcolony

forming unit (CFU)/mlで 表現 した.培 地上の特

徴で区分 した各々の集落をグラム染色し,同 定試

験を行った.

グラム陰性桿菌は,TSI培 地,シ モンズクエン

酸塩培地,SIM培 地,リ ジン脱炭酸試験用培地,

VP試 験用培地に接種 し,そ れらの性状から腸内

細菌科に属すると思われるものは簡易同定キット

(エ ンテオグラム:テ ルモ製)を 用いて同定試験を

行った.ま たブ ドウ糖非発酵グラム陰性桿菌はオ

キシダーゼ試験を行 った後,簡 易同定キ ット(ノ

ンファグラム:テ ルモ製)を 用いて同定 した.

グラム陽性球菌はカタラーゼ試験を行い,再 び

マンニット食塩寒天培地で培養 した.コ アグラー

ゼ試験を実施した後,簡 易同定キ ット(ス タフォ

グラム:テ ルモ製)を 用いて同定 した.グ ラム陽

性桿菌はグラム染色で形態を観察 したが詳細な性

状は調べ られなかった.

成 績

1. 洗髪液の細菌汚 染率

血液寒天培地上で5日 以内に細-菌集落の形成が

認められたものを細菌汚染が陽性 と判定し,そ の

細菌汚染率を算出し,Table 1とTable 2に 示 し

た.

細菌汚染率は,シ ャンプーで60.7%(28検 体中

17検体陽性),リ ンスで45.5%(11検 体中5検 体陽

性),全 体で56.4%(39検 体中22検 体陽性)と 非常

に高率であった.使 用形態別の細菌汚染率は,希

釈型では76.2%(21検 体中16検 体陽性)で あ り,

ポンプ型では33.3%(18検 体中6検 体陽性)と 汚

染率に著明な違いがあった.以 上のようにシャン

Table 1 Prevalence of bacterial contaminations

of hair-washing liquids

Table 2 Detection of bacteria in hair-washing liquids

Dilution and pomp indicate the diluted samples from hand-bottles, and the samples from pomping

bottles.
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Table 3 Isolates from hair-washings

プ ー と リン ス の細 菌 汚 染 率 は比 較 的 近 似 値 を 示 し

た が,希 釈 型 で は ポ ン プ型 よ り汚 染 率 が 高 く,細

菌 の検 出 され る割 合 は 使 用 法 に よ り異 な った.し

か し,検 体 の 製 造 会 社 別 お よび 色 調 別 の細 菌 汚 染

率 に は,有 意 な差 は 認 め られ な か った.ま た 希 釈

前 の原 液 か らは全 く細 菌 は検 出 され な か った.

2. 洗 髪 液 中 の 細 菌 数 と分 離 菌種

各 検 体 中 の総 細 菌 数 を 平 板 塗 抹 法 に よ り求 め,

そ の値 をCFUで 表 示 した.

希 釈 型 の シ ャ ン プ ー と リン ス で は,最 少5.0×

102CFU/mlか ら最 大7.0×107CFU/mlの 細 菌 数

が 検 出 さ れ た.ま た ポ ン プ型 で は1.0×102CFU/

mlか ら2.0×107CFU/mlで あ った.希 釈 型 とポ ン

プ 型 の 検 出細 菌 数 に 大 き な 差 は み ら れ な か っ た

(Table 2).

22検 体 の シ ャ ン プ ー と リン ス か ら分 離 した33菌

株 の 細 菌 を 同 定 した(Table 3).グ ラ ム陰 性 桿 菌

は48時 間 以 内 に 発 育 が み られ た が,グ ラ ム陽 性 桿

菌 は3日 か ら5日 で 集 落 を 形 成 した.

分 離 した33菌 株 の 内訳 は グ ラ ム 陰 性 桿 菌 が29株

(87.9%)と 最 も多 く,次 に グ ラ ム陽 性 球 菌3株

(9.1%),グ ラ ム陽 性 桿 菌1株(3.0%)で あ った.

29菌 株 の グ ラ ム陰 性 桿 菌 の 内 訳 は,腸 内細 菌 科(18

株)で はSerratia marcescensが14株(42.4%),

Klebsiella pneumoniaeが2株(6.1%),Enter-

obacter aerogemsとEnterobacter cloacaeが 各

1株(3.0%)で あ った.ブ ドウ糖 非 発 酵 グ ラ ム陰

性 桿 菌(11株)で はPseudomonas cepacia 4株

Table 4 Bacterial isolates in hair-washing liquids

(12.1%),-Pseudomonas fluorescens 3株

(9.1%),Pseudornonas aeruginosa 2株(6.1%)

とP3eudomonas sp.2株(6.1%)で あ った.グ ラ

ム陽 性 球 菌3株 の うち1株 は コ ア グ ラー ゼ 陰 性 の

Staphylococcus属(CNS)で あ った が残 り2株 は

マ ン ニ ッ ト食 塩 寒 天 培 地 に発 育 し,耐 塩 性 を もつ

菌 で あ るが 同 定 は で き な か った.ま た グ ラ ム陽 性

桿 菌1株 は 形 態 か らcoryneform bacteriaを 疑 え

る が 同 定 は で きな か った.

細 菌 が 検 出 され た22検 体 の な か で,1菌 種 の み

が純 培 養 様 に 分離 され た 検 体 は13検 体(59.0%),

2菌 種 が 分 離 され た 検 体 は7検 体(31.8%),3菌

種 が 混 在 し て 分 離 され た検 体 は2検 体(9.1%)で

あ った.細 菌 が検 出 さ れ た 検 体 の半 数 か らは単 独
-菌種 が 分 離 され

,複 数 菌 種 が 分 離 され た な か で も

4菌 種 以 上 が 検 出 され た も の は 認 め られ な か っ

た.複 数 菌 種 が 検 出 さ れ た9検 体 は 全 て グ ラ ム陰

性 桿 菌 との組 み 合 わ せ で あ った が,そ の うち7検

体 か らS.marcescensが 検 出 さ れ た.こ の結 果 か

ら汚 染 の主 な 原 因 菌 は グ ラ ム陰 性 桿 菌 で あ り,な

か で もSerratia marcescensが 優 勢 菌 で あ る こ と

が 認 め られ た(Table 4).ま た検 体 の製 造 会 社 お
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Table 5 Time variation in species of bacteria isolated

よび色調 と検出菌数ならびに分離菌種 との関連性

は認められなかった.

3. 分離菌の経時変化

洗髪液か ら細菌が検出された2施 設で1回 目の

採取時か ら3ヵ 月後 に再び検体を採取 して検出菌

数 と分離菌種の変化を調べた(Table 5).そ の結

果全ての検体で2回 とも同一菌種が多量に検出さ

れた.同 じ施設では汚染が少な くとも3ヵ 月間持

続 していた.

考 察

幼児から老人まで,時 にはア トピー性皮膚炎な

ど何等かの皮膚異常を有す る人を含む不特定多数

の客に使用する業務用洗髪剤の細菌汚染の実態を

知る目的で,理 容店 と美容店で実際に使用してい

るシャンプーとリンスについて細菌学的な調査を

実施 した.任 意 に入手 した39検 体の中で22検 体

(56.4%)の シャンプーとリンスから細菌が検出さ

れ,特 に購入原液を希釈 して使用する希釈型が高

率に汚染 されていた.検 出総菌数は最大7.0×107

CFU/mlで あり,分 離菌種はS.marcescensが 最

も多 く,次 いでP.cepaciaで あった.ほ かにP

aeruginosaやK.pneumoniaeの グラム陰性桿菌

とCNSな ど日和見感染の原因菌が分離された.

また期間をおいて同じ施設から採取 した検体では

同一菌種が検出された.

多数の者が共用 している公共施設内の手洗用洗

浄液の細菌汚染状況を調査 し,一 般に使用 されて

いる手洗用洗浄液が高率に細菌で汚染されている

ことを,既 に我 々は明 らかにした1).それ らの汚染

菌は,S.rnarcescensやPseudomonas属 など17菌

種のグラム陰性桿菌であった.ま た希釈 して保存

した手洗用洗浄液中では洗浄液から分離 した細菌

の増殖が認め られた.手 洗用洗浄液の汚染は,容

器の洗浄不足や希釈水の汚染によることが推測 さ

れる.今 回,調 査 したシャンプーとリンスは水道

水で適当濃度に希釈(詳 細は不明)し た後容器に

小分けして使用 し,残 りが少量になるとつぎた し

ていることが窺えた.細 菌が検 出された希釈使用

液の原液か らは細菌が検出されなかったが,期 間

をおいて同じ施設で採取 した検体から同一菌種が

検出されたことから,希 釈 ・保存中の細菌汚染 と

考えられる.希 釈型のシャンプーや リンスの汚染

率は76.2%で 高かったが,ポ ンプ型でも33.3%に

汚染がみられた.ポ ンプ型の汚染は,手 指や頭髪

の付着菌がボ トルへ逆流している可能性が推測 さ

れる.こ のほかにも公衆浴場並びに旅館やゴル フ

場の浴場で使用されているシャンプー(ポ ンプ型)

を調べたところ理容店や美容店 と同様に細菌汚染

が認め られた(未 発表).

今回の結果か ら,最大検出菌量は107CFU/mlに

も達してお り一時的に混入 した菌量 とは考 えにく

く,手洗用洗浄液の細菌汚染 と同様に,シ ャンプー

や リンス中での細菌の増殖が考えられる.汚 染し

た手洗用洗浄液か らは前回の調査で17菌 種のグラ

ム陰性桿菌が分離されたが,シ ャンプーや リンス

から分離 されたグラム陰性桿菌は,8菌 種で手洗

用洗浄液 より少なかった.手 洗用洗浄液は不特定

多数の人が使用し,設 置場所も屋外のことも多い

がシャンプーや リンスを取 り扱 う人は限 られてお

り,ま た室内で使用するため汚染菌の種類が限定

されているものと思われる.

シャンプー・リンスの成分はやし油アルキル(コ

コ)ア ミ ドポ リオキ シエ チ レンサ ル フェー ト

(CAES)で,ア ニオン系界面活性剤が主である.
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しか し,こ れ ら は グ ラ ム陰 性 桿 菌 に 対 し て抗 菌 活

性 は な く,Staphylococcus属 の 発 育 も阻 害 し な い

と の報 告 が あ る6).シ ャ ン プ ーや リン ス の な か に

は 防 腐 剤 と して パ ラ ヒ ドロキ シ安 息 香 酸 エ ス テ ル

類(パ ラ ベ ン類)が 含 ま れ て い る もの が あ る が,

希 釈 の 不 正 確 さ,希 釈 液 の保 存,希 釈 後 の 成 分 の

物 理 化 学 的 不 安 定 さ等 に よ り,そ の効 果 が 減 少 す

る可 能 性 が 考 え られ る.

S.marcescensやP.aeruginosaを は じ め とす

る今 回 分 離 さ れ た 細 菌 は,日 和 見 感 染 の原 因 とな

る7)8).S.marcescensやP.aeruginosaは 家庭 の洗

面 所 や 流 し台 な どの 水 環 境 に棲 息 し,貯 溜 され た

飲 料 水 の 細 菌 汚 染 の 原 因 とな る こ とが 知 られ て い

る9).ま た,P.aermginosa毛 包 炎 の 発 生 や コ ン タ

ク トレ ンズ の 洗 浄 液 のP.aeruginosa汚 染 に よ る

角 膜 潰 瘍 との 関 連 性 の 報 告 も あ る8)10)～12).不特 定

多 数 の 人 々 を 対 象 とす る 業 務 用 洗 髪 剤 のP.aer-

uginosaやSmarcescensに よ る 汚 染 は,理 ・美 容

師 の手 を 汚 染 し,使 用 者 自身 を含 む 家 族 へ の 汚 染

菌 の伝 播 も考 え られ る.ま た 洗 髪 時 に汚 染 菌 が 眼,

耳,皮 膚,傷 口な どに 付 着,侵 入 し,外 耳 炎,角

結 膜 炎,そ の 他 の感 染 症 の 原 因 とな る可 能 性 も示

唆 され る.ま た ア トピ ー性 皮 膚 炎 の 患 者,幼 児 や

高 齢 者 な どの 感 染 症 に 対 して 防 御 力 の 弱 い者 へ の

感 染 源 とな ら な い よ う注 意 す る必 要 が あ る.

シ ャン プ ーや リン ス は 医 薬 部 外 品 と して 法 的 基

準 は な い が,Good Manufacturing Practice

(GMP)と し て製 造 管 理 が な さ れ て い る13).し か

し,販 売 後 の 取 り扱 い 上 の注 意 事 項 は 明確 で な く,

使 用 者 の一 般 的 な衛 生 知 識 に任 さ れ て い る よ うに

感 じた.今 回 の 調 査 結 果 が 示 す とお りシ ャ ン プ ー

と リン ス に細 菌 汚 染 が認 め られ た こ とか ら,製 造

会 社 は 細 菌汚 染 防 止 を 目的 と した 衛 生 的 扱 いや 保

管 な ど に関 す る注 意 事 項 を 明 確 に し,理 容 師 ・美

容 師 等 の所 属 す る協 会 並 び に 保 健 所 等 は 使 用 者 に

洗 髪 液 の取 り扱 い 方 法 お よ び施 設 内感 染 の 可 能 性

に つ い て の教 育 を 実 施 す る必 要 が あ ろ う.
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Bacterial Contamination of Hair Washing Liquids

Kazuhiko AMEMIYA1) and Fumiaki TAGUCHI2)
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To determine the extent of contamination by bacteria of hair-washing shampoo and rinse used

professionally at barber shops and hair-dressing saloons, quantitative isolation of bacteria were

performed by using a total of 39 samples of shampoo and rinse fluid obtained from 17 facilities. It was

found that a maximal number of 1•~107/ml colony forming units/ml of bacteria were isolated from

60.7% (17 out of 28 samples) of the shampoo and 45.5% (5 out of 11) of the rinse. Gram-negative bacilli

were the predominant strains (87.9%) involved in bacterial contamination and the major isolates were

Serratia marcescens (43.3%, most frequently isolated), Pseudomonas cepacia, P. fluorescens, P.

aeruginosa and Klebsiella pneumoniae, all which are widely recognized as nosocomial-infection causing

pathogens. These results indicate hair-washing liquids for professional use are contaminated with a

great number of gram-negative bacteria, being possible causes of nosocomial infections, and much

attention should be paid to the sanitation and cleanliness of the shampoo and rinse for hair-washing.
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